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2003年十勝沖地震における北海道地方の歪み異常分布の検出
Abnormal strain distribution in Hokkaido, Japan, inferred from the 2003 Tokachi-oki
earthquake

石森健太朗 1∗ ;大園真子 2

ISHIMORI, Kentaro1∗ ; OHZONO, Mako2

1 山形大学大学院理工学研究科, 2 山形大学理学部
1Department of Earth and Environmental Sciences Graduate School, Yamagata University,2Faculty of Science, Yamagata Uni-
versity

GPSにより観測される地震時地殻変動を、半無限均質弾性体を仮定した断層モデルによる地震時地殻変動の理論値と
比較することで、実際の地下構造を反映した歪み異常分布を検出できる (Ohzono et al., 2012)。本研究では、2003年十勝
沖地震の地震時地殻変動から、北海道の地下構造を反映した歪み異常分布の検出を試みた。国土地理院のGEONET観測
点のうち北海道地方の 171点について、F3解を用いて 2003年十勝沖地震の地震時変位とそれに基づく面積歪み (観測値)
を計算した。得られた観測値を、国土地理院が報告している断層パラメータを Okada (1992)のディスロケーションモデ
ルに代入する事で得た地震時変位から計算した面積歪み (理論値)と比較した。観測値と理論値は大局的には一致するも
のの、変化 (膨張や収縮)不足あるいは変化過多の地域が混在し、北海道地方の歪み異常分布が検出された。この歪み異
常分布を Kita et al. (2012)で示された北海道日高地方の地震波速度構造と比較すると、日高変成帯直下の高速度域と膨張
不足域の分布が一致した。さらに神居古潭帯の堆積層分布と膨張過多域の分布が一致した。このことから北海道日高地
方における歪み異常分布は、地殻の強度や堆積層の低弾性定数といった不均質な地下構造との関係があるものと考えら
れる。
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